
平
均
に
重
大
な
意
味
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
？

増
差
も
平
均
で
い
わ
れ
、
比
較
さ
れ
る
け
ど

貯蓄現在高階級別世帯分布（勤労者世帯）

世
専
制
合
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J勤労者世帯について貯蓄現在高階級別の世帯分布をみると，平均値1356万円を1
■

；下回る世帯が全体の66．5％を占め，貯蓄の低い方に偏った分布となっている。ま：
＿
一
●

◆一■

上
の
グ
ラ
フ
は
総
務
省
統
計
局

の
H
P
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。

新
聞
な
ど
で
、
平
均
貯
蓄
額
が

千
三
百
五
十
六
万
円
と
か
い
わ

れ
る
と
、
「
う

そ
や
ろ
・
・
」

と
思
う
の
で

ミた，貯蓄現在高の中位数は900万円，最頻値は265万円となっている。
●■■■■l■■■■■●■■■■■■■■■■■■■■●■■■t■■■■■■●t■●●■■●■▲■■■■■■■●●■■■＝■t■■●●■■

す
が
、
分
布

状
況
考
慮
し

た
上
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
納
得
で
す
。

実
感
は
数
が
多
い
ほ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
二

百
万
か
ら
三
百
万
の
層
が
一
番
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
下
の
表
は
大
阪
国
税
局
の
H
P
に
あ

っ
た
記
者
発
表
資
料
で
す
。
タ
イ
ト
ル
は
「
平

成
－
u
事
務
年
度
に
お
け
る
個
人
課
税
部
門
の
調

査
等
状
況
」
　
で
す
。
こ
こ
で
は
平
均
増
差
が
六

百
八
万
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
そ
ん
な
に
高
い
か

な
？
」
　
と
い
う
の
が
実
感
で
す
が
、
そ
こ
は
闇

● 人 暮 長 一 円 の ■ 暮 等 状 況
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の
な
か
・
・
。
貯
蓄
額
み
た

い
に
、
詳
細
は
発
表
さ
れ
な

い
か
ら
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
前
の
署
長
交
渉
で
、
職

員
、
幹
部
、
納
税
者
、
市
民

が
認
識
誤
り
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
な
数
字
を
発
表
を
す
べ

き
だ
と
意
見
を
言
う
予
定
で

し
た
が
、
時
間
不
足
に
よ
り
、

言
え
て
ま
せ
ん
。

習
慣
、
あ
る
い
は
意
図
的

に
、
調
査
額
な
ど
事
漬
は
「
平

均
」
　
に
よ
る
、
職
員
間
、
部

門
間
、
著
聞
、
局
間
の
競
争

が
組
織
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

前
年
対
比
主
義
も
同
根
で

す
。
情
報
公
開
の
時
代
に
は

ち
や
ん
と
し
た
数
字
が
公
開

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思

う
の
で
す
。


